
　

㈱
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が
中
小
企
業

の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
外
部
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
自
社
内
に
取
り
込
む
「
ア
ウ

ト
サ
イ
ド
イ
ン
型
」、
自
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
外
部
に
発
信
す
る
「
イ
ン
サ
イ
ド
ア

ウ
ト
型
」、
複
数
の
組
織
に
ま
た
が
っ
て

共
同
開
発
を
進
め
る
「
多
対
多
の
連
携

型
」
の
い
ず
れ
も
20
％
未
満
に
と
ど
ま

り
、
大
部
分
の
中
小
企
業
が
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
（
グ
ラ
フ
１
）。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

自
社
内
に
他
社
が
活
用
で
き
る
ノ
ウ
ハ

ウ
が
無
い
、
適
切
な
連
携
先
が
見
つ
か

ら
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
実
際
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
企
業
に
、
そ
の
効

果
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
特
段
の
成
果
は
上

が
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業
は

５
％
未
満
に
と
ど
ま
り
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
企
業
の
多
く

は
効
果
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。（
グ
ラ
フ
２
）

　

次
頁
以
降
で
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
新
商
品
開
発
に
成
功
し
た
企
業

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

取組企業の多くがオープンイノベーションの効果を実感

昨今のビジネスでは、製品ライフサイクルの短期化や消費者ニーズの多様化に素早く対応することが求めら
れている。そこで注目されているのが、他社や研究機関などとの連携により、技術力や発想力を高めていく

「オープンイノベーション」の取り組みだ。今回の特集では、取組企業への取材や専門家へのインタビューを
もとに、オープンイノベーションの効果を探った。

オープンイノベーションで生み出す

新たな価値
～“共創”で競争に勝つ～

特
集

【引用】㈱東京商工リサーチ「中小企業の付加価値向上に関するアンケート」

知識・ノウハウの蓄積に効果があった

新規の技術開発や製品・サービス化に成功した

新たな顧客ニーズの発見につながった

特段の成果は上がっていない

知識・ノウハウの蓄積に効果があった

人材育成につながった

新たな顧客ニーズの発見につながった

特段の成果は上がっていない
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グラフ1 オープンイノベーションの取組状況（全業種）

グラフ2 オープンイノベーションの取組効果
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ラ
ス
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ィ
ー
ル
ズ
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代
表
取
締
役
社
長

山　

本　

道　

明 

氏

機
能
向
上
を
目
指
す
も

社
内
リ
ソ
ー
ス
に
限
界

８
か
月
に
及
ぶ
実
証
実
験
を
経
て

製
品
化
を
実
現

共
同
開
発
で
得
た
２
つ
の
効
果
と

大
切
な
こ
と

INTERVIEW

四者で生み出す知・技の結晶で
顧客の要望を満たす

　

グ
ラ
ス
Ｉ
Ｔ
フ
ィ
ー
ル
ズ
㈱
は
平

成
28
年
の
創
業
時
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
温
湿
度
・
二
酸
化
炭
素
濃

度
・
土
壌
水
分
量
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
監
視
・
制
御
す
る
装
置
を
開
発

し
て
き
た
。
近
年
、利
用
者
か
ら「
日

射
量
と
風
量
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

調
整
し
た
い
」
な
ど
、
機
能
拡
張
を

求
め
る
声
が
挙
が
る
よ
う
に
な
っ
た

ほ
か
、
利
用
者
ご
と
に
求
め
る
機
能

も
異
な
っ
て
き
た
た
め
、
新
た
な
装

置
開
発
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
従
来
品
に
搭
載
し
て
き
た

処
理
装
置
が
古
く
、
セ
ン
サ
ー
を
接

続
で
き
る
箇
所
が
不
足
し
て
い
た
ほ

か
、
装
置
を
稼
働
さ
せ
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
や
実
証
実
験
も
自
社

単
独
で
実
施
し
て
い
た
た
め
、
開
発

は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

　

そ
こ
で
、
福
井
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
内
の
ふ
く
い
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
に
共
同
開
発

の
相
談
を
持
ち
掛
け
た
。
福
井
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
自
社
内
で
滞
っ

て
い
た
処
理
装
置
の
機
能
向
上
に
関

す
る
技
術
研
究
を
、
福
井
工
業
高
等

専
門
学
校
（
福
井
高
専
）
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
管
理
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発
と
セ
ン
サ
ー
の
耐
久
性

評
価
を
、
福
井
県
農
業
試
験
場
が
実

証
実
験
と
全
国
の
農
家
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
共
同

開
発
と
実
験
体
制
を
構
築
し
た
う
え

で
、
新
装
置
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

福
井
高
専
と
の
ア
プ
リ
開
発
や
福

井
県
農
業
試
験
場
で
の
実
験
に
は
、

山
本
氏
も
積
極
的
に
関
与
し
た
。
新

製
品
に
は
小
型
か
つ
耐
久
性
に
優
れ

た
基
盤
部
品
を
使
用
し
、
風
向
・
日

射
強
度
セ
ン
サ
ー
を
追
加
。
さ
ら
に

接
続
端
子
を
増
や
し
、
複
数
の
地
点

に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
で
き
る
よ
う
改

良
し
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

を
総
合
的
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
効
率
的
な
自
動
潅か

ん

水す
い（
水
や

り
）が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
福

井
県
農
業
試
験
場
で
の
８
か
月
に
及

ぶ
実
証
実
験
の
末
に
製
品
化
し
、
今

で
は
従
来
品
か
ら
の
買
い
替
え
が
増

え
て
い
る
ほ
か
、
県
外
の
Ｊ
Ａ
等
を

通
じ
た
受
注
も
生
ま
れ
て
お
り
「
今

後
は
各
地
の
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
等

を
通
じ
て
、
販
路
開
拓
を
進
め
て
い

く
」
と
山
本
氏
は
意
気
込
む
。

　

山
本
氏
は
「
連
携
先
と
の
関
係
を

強
め
る
こ
と
で
、
新
た
な
課
題
が
浮

彫
り
に
な
っ
た
際
も
気
兼
ね
な
く
相

談
で
き
、開
発
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
。

さ
ら
に
は
、
当
社
の
技
術
を
研
究
機

関
に
知
っ
て
も
ら
う
と
、
他
社
の
研

究
や
開
発
に
当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活

用
さ
れ
、
自
社
技
術
の
ア
ピ
ー
ル
に

繋
が
る
こ
と
を
共
同
開
発
で
学
ん

だ
」と
語
る
。
最
後
に
山
本
氏
は「
共

同
開
発
の
成
功
は
、
連
携
先
に
製
品

の
設
計
や
仕
様
を
明
確
に
伝
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
」
と
力
説
し
た
。

製品化した新装置「A
ア グ リ ラ ン ダ ー
grilander」（左）。

ハウス内の環境はスマートフォンで調整できる（右）。



　

結
婚
式
場
「
八
雲
迎
賓
館
」
を
運

営
す
る
㈱
出
雲
記
念
館
は
、
繊
維
製

品
製
造
の
㈱
丸
仁
と
結
婚
式
用
の
ア

イ
テ
ム『
オ
ー
ロ
ラ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
』

を
共
同
開
発
し
、
令
和
４
年
に
販
売

を
開
始
し
た
。

　

オ
ー
ロ
ラ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
企
画

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
最
中
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
副

社
長
の
伊
藤
氏
は
「
各
業
界
が
自

粛
ム
ー
ド
で
大
打
撃
を
受
け
る
中
、

我
々
も
同
様
に
挙
式
の
数
が
激
減

し
、
収
益
確
保
が
困
難
に
な
っ
た
」

と
当
時
の
様
子
を
振
り
返
る
。
し
か

し
、
伊
藤
氏
を
筆
頭
に
同
社
の
社
員

は
「
業
界
全
体
が
停
滞
し
て
い
る
と

は
い
え
、
何
も
行
動
し
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
切
る
取
り
組
み
に
前
向
き
だ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
折
、
伊
藤
氏
の
知

人
か
ら
「
㈱
丸
仁
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

や
光
を
当
て
る
こ
と
で
七
色
に
光

る
再
帰
性
反
射
材
『
Ｌラ

イ

ト

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｆフ

ォ

ー

ス

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
』
の
用
途
開
発
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
技
術
を
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ア
イ
テ
ム
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

双
方
の
理
に
適
っ
た
商
品
開
発
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
提
案
を
受

け
、
企
業
間
連
携
に
よ
る
新
商
品
開

発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

当
初
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

を
活
用
し
た
造
花
の
制
作
に
も
取
り

組
ん
だ
が
、
大
量
生
産
が
難
し
く
費

用
対
効
果
の
面
か
ら
商
品
化
を
断
念

し
た
。
ま
た
、
特
殊
素
材
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

た
が
、
最
終
的
に
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
、
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
、
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
の
３
商
品
を
実
用
化
し

た
。
伊
藤
氏
は
「
特
に
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、
こ
だ
わ
り
を
追
求
し
続

け
た
。
近
年
で
は
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
な
ど
、
視
覚
で
楽
し
む
ス
タ
イ

ル
が
人
気
を
博
し
て
お
り
、
新
郎
新

婦
や
ゲ
ス
ト
の
満
足
度
を
高
め
る
ア

イ
テ
ム
に
仕
上
げ
ら
れ
た
」
と
共
同

開
発
の
成
果
を
評
価
し
て
い
る
。

　

㈱
丸
仁
と
の
共
同
商
品
開
発
を
経

て「
自
社
の
利
益
だ
け
を
追
求
せ
ず
、

互
い
の
目
的
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
と
感
じ
た
。
ま
た
、
業
界
の
垣
根

を
超
え
た
連
携
は
、
自
社
に
無
か
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ア
を
生
み
、

サ
ー
ビ
ス
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
」
と

口
に
す
る
伊
藤
氏
。
現
在
は
、
㈱

丸
仁
と
ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
係
の
展
示
会

に
継
続
し
て
共
同
出
展
し
て
い
る
ほ

か
、
県
内
企
業
と
共
に
県
産
品
を
使

用
し
た
引
出
物
の
開
発
な
ど
、
積
極

的
に
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
進

め
て
い
る
。
伊
藤
氏
は
「
県
外
に
お

け
る
オ
ー
ロ
ラ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
認

知
度
を
向
上
す
る
こ
と
で
、
福
井
の

産
業
の
Ｐ
Ｒ
に
も
寄
与
し
た
い
」
と

青
写
真
を
描
い
て
い
る
。

双方のメリットを重視した
共同商品開発

INTERVIEW

上からウエディングドレス、ウエルカムボード、タペストリー。
ウエルカムボードとタペストリーはメッセージが七色に発光する。

コ
ロ
ナ
禍
の
窮
地
を
脱
す
る
カ
ギ
は

異
業
種
連
携
に
あ
り

こ
だ
わ
り
を
貫
き
念
願
の
商
品
化
へ

業
界
の
垣
根
を
超
え
た
連
携
が

か
つ
て
な
い
ア
イ
デ
ア
を
生
む

㈱
出
雲
記
念
館
（
八
雲
迎
賓
館
）

　
　

取
締
役
副
社
長

伊　

藤　

文　

啓 
氏



　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
利

点
は
、
各
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
短
期
間
で

高
品
質
な
製
品
化
が
可
能
な
点
だ
。

取
材
し
た
２
社
は
、異
分
野
の
企
業
・

組
織
と
連
携
し
、
各
々
が
持
つ
洗
練

さ
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ア
イ
デ

ア
を
結
集
し
た
商
品
を
生
み
出
す
こ

と
で
、
顧
客
の
要
望
に
応
え
、
自
社

の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
た
ほ
か
、
新

た
な
販
路
開
拓
や
事
業
展
開
も
実
現

し
た
。

　

こ
れ
ら
を
成
功
に
導
く
ポ
イ
ン
ト

は
、
多
種
多
様
な
企
業
・
研
究
機
関

等
と
接
点
を
持
つ
こ
と
だ
。
こ
う
し

た
場
と
し
て
、
県
内
の
大
学
等
で
は

民
間
企
業
と
研
究
者
が
集
う
連
携
組

織
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
当
所
で

も『
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
』

の
開
催
な
ど
、
連
携
の
き
っ
か
け
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
こ
れ

ら
を
新
た
な
価
値
創
造
の
機
会
と
し

て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

異
業
種
組
織
の
協
力
を
得
る
こ
と
で

連
携
の
効
果
を
大
き
く
発
揮

expert's eye

　

ふ
く
い
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
機
構
を
運
営
す
る
、

福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

後
藤
基
浩
所
長
に
、
外
部
連
携
に

取
り
組
む
際
の
要
点
を
伺
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
社
の
み
な
ら
ず
相

手
の
課
題
も
解
決
で
き
る
よ
う
な
、
Ｗ

ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
性
を
築
け
る

パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
だ
。
た
と
え
、
連
携

先
が
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
て

も
、
そ
の
組
織
に
と
っ
て
「
自
社
の
利

益
に
つ
な
が
る
事
業
で
は
な
い
」
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
研
究
や
開
発
の
優
先
度

は
低
く
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
滞
り

や
す
く
な
る
。

　

ま
た
、
ど
の
業
種
に
も
共
通
す
る
こ

と
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
「
外
注
」
と
は
異
な
り
、
連
携
先
に

丸
投
げ
で
は
事
が
進
ま
な
い
。
あ
く
ま

で
も
、
自
分
自
身
が
主
体
的
に
取
り
組

み
、
企
画
・
開
発
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

等
、
い
ず
れ
の
過
程
に
お
い
て
も
連
携

先
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
で
、
研
究
・
開
発
は
加
速

す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
企
業
・
研
究

機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
公

的
機
関
に
相
談
し
、『
相
互
補
完
』
の

関
係
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
共
同
開
発

を
進
め
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
き
る
確
率
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。

『
相
互
補
完
』の
考
え
を
強
く
意
識

福井県工業技術センター
所長　 後藤　 基浩　 氏

国の研究機関である産業技術総合研究所（産総研）
は、産学官金連携による新産業創出の拠点『北陸デ
ジタルものづくりセンター』を坂井市に開設した。
同センター内には、金属加工業や繊維業向けの最新
鋭の設備が整備されており、技術相談や共同研究な
どに対応していく。芦田極 所長　は「まずは産総研
を知ってもらうことが重要と考えて
いる。寄り道感覚での来所も大歓迎。
ぜひ、小さな悩み一つからでも相談
してほしい」と県内企業の利用に期
待を寄せる。

産総研が北陸デジタルものづくりセンターを開設

詳細はこちら


